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共生ソリューションの社会実装に向けた整理イメージと論点

 ソリューションの持つ経済的
インパクトを適切に把握する
ことが必要。

２．社会的・経済的インパクト

 ソリューションの経済的持
続可能性を考慮し、マネタ
イズするモデルであること
が必要。

３．経済的持続可能性

 ソリューションはステークホ
ルダー（本人・介護従事者・
家族・自治体・地域）の課
題・ニーズに応えていること
必要。

１．課題マップの整理

【論点】

 生活手段における主要なテー
マと、課題感・ニーズの現状
イメージは、どのような整理
ができるのか。

 ステークホルダーごとに課題
の特徴はあるか。

 その中で重要な領域であった
り、ニーズが満たされていな
い領域はどこか。

 課題は高齢者一般の課題なの
か、認知症特有の課題なのか。

【論点】

 ステークホルダーごとにどの
ような特徴があるか。評価指
標にどのような差があるか。

 特別な製品・サービスを必要
とするかどうか。

 誰がそのソリューションの需
要者たりえるのか。

【論点】

 マネタイズのモデルとしては
具体的にどのようなものが想
定されるのか。

 ビジネスを推進するにあたっ
て整備すべき協調領域はどこ
か。

 ソリューションの効果を測定
できるのか。



前回資料
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課題・ニーズの整理マップイメージ

健常 主観的認知機能障害 軽度認知障害（MCI） 認知症（AD）

経済活動に関
する課題

本人社会参画課
題への対応

住まい関係の課題

移動関係の課題

相続（遺言者の認知能
力の担保・補完・備え）

テーマ

本人の状態

特殊詐欺被害
の早期発見・予
防・迅速な対処

周囲で支える人
（家族・地域包括
ケア主体）の課題

ラストワンマイルの移動補完

金銭管理能力の
低下（引き出し・
通帳管理）

貯金活用
が困難に
なる

運転サポート

認知機能が低下しても活用で
きる移動手段の確保

適切な介護・ケアサービスの利用
自然と健康になる住まい

家族・地域とのコミュニケーション支援 認知機能や視力・聴力の低下が見られても
暮らしやすい住まい

見守り（異常検知） 徘徊対応

遠隔コミュニケーションツール

地域における集いの場の整備

【主な論点】
 整理イメージについてアドバイスをいただきたい。また、重要な領域・満たされていない領域はどこか。

※赤色は認知症特有・青色は認知症特有では無いもののイメージ

 ソリューションはステークホルダーの課題・ニーズをとらまえていることが必要。課題に関する全体マップ
を今後作成していきたい。
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第1回資料



課題・ニーズマップの整理
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課題・ニーズの整理マップイメージ ver.2

 認知症の人にとっての生活課題・ニーズのみを抽出し、5階層（自己実現・経済活動・社会性・
生活基本要件・生理的要件）に整理。
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健常（加齢に伴う軽度の
認知機能低下を含む）

軽度認知障害
（MCI）

軽度～中等度
認知症

重度～終末期
認知症

遊・学
（自己実現）

金・買・働
（経済活動）

移・交
（社会性）

衣・食・住
（生活の基本要件）

健
（生理的要件）

運転

移動手段（各種交通機関の利用等） 目的地到達

交友・対人関係 会話

診断・医療 医療・介護

通院・服薬

予防

娯楽

自己啓発（読み書き・学習等）

相続お金の出し入れ（金融）

購買活動

就労 貯蓄・資産管理

衣食の自立

住まいの維持・管理

衣食支援（在宅）

快適な住まい

介護施設

資産運用（備え）

※赤色は認知症特有・青色は認知症特有では無いもののイメージ

（参考：認知症未来共創ハブの当事者11領域180の生活課題をもとに作成）



健常（加齢に伴う軽度の
認知機能低下を含む）

軽度認知障害
（MCI）

軽度～中等度
認知症

重度～終末期
認知症

遊・学
（自己実現）

金・買・働
（経済活動）

移・交
（社会性）

衣・食・住
（生活の基本要件）

健
（生理的要件）

運転

移動手段（各種交通機関の利用等） 目的地到達

交友・対人関係 会話

診断・医療 医療・介護

通院・服薬

予防

娯楽

自己啓発（読み書き・学習等）

相続お金の出し入れ（金融）

購買活動

就労 貯蓄・資産管理

衣食の自立

住まいの維持・管理

衣食支援（在宅）

快適な住まい

介護施設

資産運用（備え）

課題・ニーズの整理マップイメージ ver.2

 認知症の人の生活課題項目をマップ上にプロット。家族構成等によって認知症の人の課題・ニーズ
は変化することには留意する必要がある。
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※赤色は認知症特有・青色は認知症特有では無いもののイメージ

新聞・読書

調べ物

説明会・講演会

旅行

散歩
テレビ創作活動

文具

ATM操作

生活保護

賃貸契約

暗証番号
保険・投資 家計

商品持ち帰り・万引き

退職
作業時間

接客・営業

TODO

異動・降格

財布・小銭 商品えらび
計算

相続

ローン・貯蓄
成年後見人

スポーツ

外国語

約束 家族・知人の顔
会話名前 居場所

免許制度

運転ルート

運転速度

駐車場

歩く

目的地電車・駅
券売機 乗り換え

初めての場所

空港
信号

着替え

食事タイミング
片付け

味付け
探し物 コンロ

日課

壁・床・ドア
鍵

お風呂

トイレ

水分補給

ケアプラン

医師・看護師

通院 服薬

睡眠

歯磨き

相談支援機関

介護施設

入院

ごみ捨て

美容・リラクゼーション

ブログ・SNS

情報・知識

（参考：認知症未来共創ハブの当事者11領域180の生活課題をもとに作成）



健常（加齢に伴う軽度の
認知機能低下を含む）

軽度認知障害
（MCI）

軽度～中等度
認知症

重度～終末期
認知症

遊・学
（自己実現）

金・買・働
（経済活動）

移・交
（社会性）

衣・食・住
（生活の基本要件）

健
（生理的要件）

運転

移動手段（各種交通機関の利用等） 目的地到達

交友・対人関係 会話

診断・医療 医療・介護

通院・服薬

予防

娯楽

自己啓発（読み書き・学習等）

相続お金の出し入れ（金融）

購買活動

就労 貯蓄・資産管理

衣食の自立

住まいの維持・管理

衣食支援（在宅）

快適な住まい

介護施設

資産運用（備え）

ステークホルダー毎の課題の特徴

 地域（生活に関わる事業者・団体等）にとっての介護課題・ニーズをマップ上に整理。認知症の
人のあらゆる生活課題との接点において関わりがある。→ケーススタディを作成
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認知症の人との接点が想定される業界・団体

鉄道・バス航空・旅客
船

自動車・道
路

警備・住宅
管理

小売

マンション・住
宅

不動産・賃
貸

電子決済

銀行・信託

生保

損保

弁護士・成
年後見

公民館

ガス・水道・
電気

アパレル

医療機関
介護施設

地域ケア

雇用・労組

タクシー

飲食
旅行・宿泊 美容

IT 新聞・放送

図書館・博
物館

スポーツ・エン
タメ 文具

※長さ（横）は期間を示すものない



健常（加齢に伴う軽度の
認知機能低下を含む）

軽度認知障害
（MCI）

軽度～中等度
認知症

重度～終末期
認知症

遊・学
（自己実現）

金・買・働
（経済活動）

移・交
（社会性）

衣・食・住
（生活の基本要件）

健
（生理的要件）

運転

移動手段（各種交通機関の利用等） 目的地到達

交友・対人関係 会話

診断・医療 医療・介護

通院・服薬

予防

娯楽

自己啓発（読み書き・学習等）

相続お金の出し入れ（金融）

購買活動

就労 貯蓄・資産管理

衣食の自立

住まいの維持・管理

衣食支援（在宅）

快適な住まい

介護施設

資産運用（備え）

ステークホルダー毎の課題の特徴②

 在宅介護者にとっての介護課題・ニーズをマップ上に整理。認知症の人の介護場面でニーズが生
じている。
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在宅介護者の困りごと・定性的ニーズ

介護施設
就労継続（介護離職）

行動見守り

移動支援（介護含）

在宅介護（食事・入浴等）

通院・服薬支援

金銭管理・行動見守り（介護含）

意思決定・相続

事故防止

就労継続

生活支援



ケーススタディー
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【ケーススタディ】モデルケースA：生涯独身の方
 女性、配偶者なし・妹2人（親は他界）

 大阪府在住
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健常（加齢に伴う軽度の
認知機能低下を含む）

軽度認知障害
（MCI）

軽度～中等度
認知症

重度～終末期
認知症

遊・学
（自己実現）

金・買・働
（経済活動）

移・交
（社会性）

衣・食・住
（生活の基本要件）

健
（生理的要件）

運転
移動手段（各種交通機関の利用等） 目的地到達

交友・対人関係 会話

診断・医療 医療・介護
通院・服薬

予防

娯楽
自己啓発（読み書き・学習等）

相続お金の出し入れ（金融）
購買活動

就労 貯蓄・資産管理

衣食の自立
住まいの維持・管理
衣食支援（在宅）

快適な住まい
介護施設

資産運用（備え）

自宅所有マンション居住、自家用車移動

協力者：妹、友人、地域包括支援センター等

【生活課題に関わるエピソード】

定年退職後に認知症を発症、介
護費も必要となったためこれまでの
生活維持が困難になった。

介護度が重くなり、医療・介護を
受けながら自宅で生活することが
困難になった。

物忘れが少しずつ増え外出先で
立ち往生、趣味だった絵画・美術
鑑賞を止めた。 記憶はないが夜に自宅付近を散

歩、1㎞先で道に迷っていたところ
で保護された。

免許返納した後、不便さを感じて
いたころで近隣の小売店で対人ト
ラブルを起こしてしまい、自宅に引
きこもりがちになった。

（参考：京都府立医科大学大学院医学研究科成本教授の資料を参考に、当事者11領域180の生活課題からエピソードを事務局にて作成）

要介護認定



健常（加齢に伴う軽度の
認知機能低下を含む）

軽度認知障害
（MCI）

軽度～中等度
認知症

重度～終末期
認知症

遊・学
（自己実現）

金・買・働
（経済活動）

移・交
（社会性）

衣・食・住
（生活の基本要件）

健
（生理的要件）

運転
移動手段（各種交通機関の利用等） 目的地到達

交友・対人関係 会話

診断・医療 医療・介護
通院・服薬

予防

娯楽
自己啓発（読み書き・学習等）

相続お金の出し入れ（金融）
購買活動

就労 貯蓄・資産管理

衣食の自立
住まいの維持・管理
衣食支援（在宅）

快適な住まい
介護施設

資産運用（備え）
定年退職後に認知症を発症、介
護費も必要となったためこれまでの
生活維持が困難になった。

介護度が重くなり、医療・介護を
受けながら自宅で生活することが
困難になった。

物忘れが少しずつ増え外出先で
立ち往生、趣味だった絵画・美術
鑑賞を止めた。 記憶はないが夜に自宅付近を散

歩、1㎞先で道に迷っていたところ
で保護された。

免許返納した後、不便さを感じて
いたころで近隣の小売店で対人ト
ラブルを起こしてしまい、自宅に引
きこもりがちになった。

【ケーススタディ】モデルケースA：生涯独身の方
 女性、配偶者なし・妹2人（親は他界）

 大阪府在住
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自宅所有マンション居住、自家用車移動

協力者：妹、友人、地域包括支援センター等

【生活課題に関わるエピソード】

（参考：京都府立医科大学大学院医学研究科成本教授の資料を参考に、当事者11領域180の生活課題からエピソードを事務局にて作成）

要介護認定

旅行・美術館

生保

自動車・道路

小売・飲食

警備・住宅管理

医療機関・介護施設・地域ケア

マンション・ガス・水道・電気



健常（加齢に伴う軽度の
認知機能低下を含む）

軽度認知障害
（MCI）

軽度～中等度
認知症

重度～終末期
認知症

遊・学
（自己実現）

金・買・働
（経済活動）

移・交
（社会性）

衣・食・住
（生活の基本要件）

健
（生理的要件）

運転
移動手段（各種交通機関の利用等） 目的地到達

交友・対人関係 会話

診断・医療 医療・介護
通院・服薬

予防

娯楽
自己啓発（読み書き・学習等）

相続お金の出し入れ（金融）
購買活動

就労 貯蓄・資産管理

衣食の自立
住まいの維持・管理
衣食支援（在宅）

快適な住まい
介護施設

資産運用（備え）

【ケーススタディ】モデルケースB：夫婦のみ（子供なし）
 女性、配偶者のみ（子供なし）

 神奈川在住

12

自宅所有一戸建て居住、自家用車・公共交通機関移動

【生活課題に関わるエピソード】

買い物をしていたときに食品に虫が
付いていたため店員に忠告したが
見えていたのは自分だけだと知り怖
くなった。それ以来外出しなくなった。

家の中に泥棒が入ってきたと思い
騒動に発展、近隣からのクレーム
が寄せられた。介護度がおもくなっ
たため、医療・介護を受けながら、
自宅で生活することが困難になっ
た。

ボランティアで語学を教えていたが
物忘れが多くなったので止めること
にした。

夫から引き継いだ資産の相続につ
いて決めることが意思決定できなく
なった。

協力者：配偶者 協力者：兄弟姉妹、地域包括支援センター等

配偶者他界

夫が他界し移動手段はバス・タク
シーになったが物忘れが多く、外出
は控えるようになった。

要介護認定

（参考：京都府立医科大学大学院医学研究科成本教授の資料を参考に、当事者11領域180の生活課題からエピソードを事務局にて作成）



健常（加齢に伴う軽度の
認知機能低下を含む）

軽度認知障害
（MCI）

軽度～中等度
認知症

重度～終末期
認知症

遊・学
（自己実現）

金・買・働
（経済活動）

移・交
（社会性）

衣・食・住
（生活の基本要件）

健
（生理的要件）

運転
移動手段（各種交通機関の利用等） 目的地到達

交友・対人関係 会話

診断・医療 医療・介護
通院・服薬

予防

娯楽
自己啓発（読み書き・学習等）

相続お金の出し入れ（金融）
購買活動

就労 貯蓄・資産管理

衣食の自立
住まいの維持・管理
衣食支援（在宅）

快適な住まい
介護施設

資産運用（備え）

【ケーススタディ】モデルケースB：夫婦のみ（子供なし）
 女性、配偶者のみ（子供なし）

 神奈川在住
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自宅所有一戸建て居住、自家用車・公共交通機関移動

【生活課題に関わるエピソード】

買い物をしていたときに食品に虫が
付いていたため店員に忠告したが
見えていたのは自分だけだと知り怖
くなった。それ以来外出しなくなった。

家の中に泥棒が入ってきたと思い
騒動に発展、近隣からのクレーム
が寄せられた。介護度がおもくなっ
たため、医療・介護を受けながら、
自宅で生活することが困難になっ
た。

ボランティアで語学を教えていたが
物忘れが多くなったので止めること
にした。

夫から引き継いだ資産の相続につ
いて決めることが意思決定できなく
なった。

協力者：配偶者 協力者：兄弟姉妹、地域包括支援センター等

配偶者他界

夫が他界し移動手段はバス・タク
シーになったが物忘れが多く、外出
は控えるようになった。

要介護認定

（参考：京都府立医科大学大学院医学研究科成本教授の資料を参考に、当事者11領域180の生活課題からエピソードを事務局にて作成）

バス・タクシー

小売・飲食

銀行・信託・弁護士・成年後見

警備・住宅管理

医療機関・地域ケア

住宅・ガス・水道・電気



健常（加齢に伴う軽度の
認知機能低下を含む）

軽度認知障害
（MCI）

軽度～中等度
認知症

重度～終末期
認知症

遊・学
（自己実現）

金・買・働
（経済活動）

移・交
（社会性）

衣・食・住
（生活の基本要件）

健
（生理的要件）

運転
移動手段（各種交通機関の利用等） 目的地到達

交友・対人関係 会話

診断・医療 医療・介護
通院・服薬

予防

娯楽
自己啓発（読み書き・学習等）

相続お金の出し入れ（金融）
購買活動

就労 貯蓄・資産管理

衣食の自立
住まいの維持・管理
衣食支援（在宅）

快適な住まい
介護施設

資産運用（備え）

【ケーススタディ】モデルケースC：夫婦＋子供（非同居）
 男性、配偶者・長男（非同居）

 東京都在住

14

【感情・生活課題】 要介護認定

自宅所有マンション居住、公共交通機関移動

協力者：配偶者 協力者：長男

高齢者施設

定年前から物忘れによる顧客トラ
ブルが起こり、早期退職することに
なった。

入居後に介護度が重くなり受入可
能な高齢者施設が限られる中で、
高額な施設費用の支払いも困難
となった。

物忘れが少しずつ増え外出先で
友人と喧嘩、趣味だったゴルフを止
めた。

認知機能が下がる中で金銭・金
融資産管理を家族に任せることが
出来ず、買い物トラブルも発生した。

認知症を発症し、自宅での生活
が難しくなったが、高齢者施設は入
居待ちの状態が続いている。

買い物等の移動は配偶者に付き
添ってもらっていたが喧嘩が絶えず、
徐々に回数が減った。

（参考：京都府立医科大学大学院医学研究科成本教授の資料を参考に、当事者11領域180の生活課題からエピソードを事務局にて作成）



健常（加齢に伴う軽度の
認知機能低下を含む）

軽度認知障害
（MCI）

軽度～中等度
認知症

重度～終末期
認知症

遊・学
（自己実現）

金・買・働
（経済活動）

移・交
（社会性）

衣・食・住
（生活の基本要件）

健
（生理的要件）

運転
移動手段（各種交通機関の利用等） 目的地到達

交友・対人関係 会話

診断・医療 医療・介護
通院・服薬

予防

娯楽
自己啓発（読み書き・学習等）

相続お金の出し入れ（金融）
購買活動

就労 貯蓄・資産管理

衣食の自立
住まいの維持・管理
衣食支援（在宅）

快適な住まい
介護施設

資産運用（備え）

【ケーススタディ】モデルケースC：夫婦＋子供（非同居）
 男性、配偶者・長男（非同居）

 東京都在住
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【感情・生活課題】 要介護認定

自宅所有マンション居住、公共交通機関移動

協力者：配偶者 協力者：長男

高齢者施設

定年前から物忘れによる顧客トラ
ブルが起こり、早期退職することに
なった。

入居後に介護度が重くなり受入可
能な高齢者施設が限られる中で、
高額な施設費用の支払いも困難
となった。

物忘れが少しずつ増え外出先で
友人と喧嘩、趣味だったゴルフを止
めた。

認知機能が下がる中で金銭・金
融資産管理を家族に任せることが
出来ず、買い物トラブルも発生した。

認知症を発症し、自宅での生活
が難しくなったが、高齢者施設は入
居待ちの状態が続いている。

買い物等の移動は配偶者に付き
添ってもらっていたが喧嘩が絶えず、
徐々に回数が減った。

（参考：京都府立医科大学大学院医学研究科成本教授の資料を参考に、当事者11領域180の生活課題からエピソードを事務局にて作成）

雇用・労組

スポーツ・エンタメ・宿泊

銀行・信託・弁護士・成年後見

小売・飲食

鉄道・バス

警備・住宅管理

医療機関・介護施設・地域ケア

マンション・ガス・水道・電気



健常（加齢に伴う軽度の
認知機能低下を含む）

軽度認知障害
（MCI）

軽度～中等度
認知症

重度～終末期
認知症

遊・学
（自己実現）

金・買・働
（経済活動）

移・交
（社会性）

衣・食・住
（生活の基本要件）

健
（生理的要件）

運転
移動手段（各種交通機関の利用等） 目的地到達

交友・対人関係 会話

診断・医療 医療・介護
通院・服薬

予防

娯楽
自己啓発（読み書き・学習等）

相続お金の出し入れ（金融）
購買活動

就労 貯蓄・資産管理

衣食の自立
住まいの維持・管理
衣食支援（在宅）

快適な住まい
介護施設

資産運用（備え）

【ケーススタディ】モデルケースD：夫婦＋子供（同居）
 女性、配偶者・長女（同居）

 愛知県在住

16

【感情・生活課題】 要介護認定

自宅所有一戸建て（二世帯住宅）、自家用車移動

協力者：配偶者・子供 協力者：子供

子供に迷惑をかけたくないが、高齢
者施設に入る資金がない。

暗証番号を忘れてしまい銀行・
ATMで一時的にお金を下ろせなく
なった。

家事だけでなく通院・介護）も長
女に世話になるしかなくなった。些
細な喧嘩が起こり負担が増えたこ
とから、長女は離職した。

自営業の事業収入がなくなり、金
融資産を取り崩しながらの少ない
年金でこれまでの生活を維持する
ことが困難となった。

配偶者他界

同じ生鮮食品を買い過ぎてしまい、
家の中で腐らせてしまうことが続い
たため、買い物・調理は長女に任
せることにした。困らせたくないため、
外出もしなくなった。

（参考：京都府立医科大学大学院医学研究科成本教授の資料を参考に、当事者11領域180の生活課題からエピソードを事務局にて作成）



健常（加齢に伴う軽度の
認知機能低下を含む）

軽度認知障害
（MCI）

軽度～中等度
認知症

重度～終末期
認知症

遊・学
（自己実現）

金・買・働
（経済活動）

移・交
（社会性）

衣・食・住
（生活の基本要件）

健
（生理的要件）

運転
移動手段（各種交通機関の利用等） 目的地到達

交友・対人関係 会話

診断・医療 医療・介護
通院・服薬

予防

娯楽
自己啓発（読み書き・学習等）

相続お金の出し入れ（金融）
購買活動

就労 貯蓄・資産管理

衣食の自立
住まいの維持・管理
衣食支援（在宅）

快適な住まい
介護施設

資産運用（備え）

【ケーススタディ】モデルケースD：夫婦＋子供（同居）
 女性、配偶者・長女（同居）

 愛知県在住

17

【感情・生活課題】 要介護認定

自宅所有一戸建て（二世帯住宅）、自家用車移動

協力者：配偶者・子供 協力者：子供

子供に迷惑をかけたくないが、高齢
者施設に入る資金がない。

暗証番号を忘れてしまい銀行・
ATMで一時的にお金を下ろせなく
なった。

家事だけでなく通院・介護）も長
女に世話になるしかなくなった。些
細な喧嘩が起こり負担が増えたこ
とから、長女は離職した。

自営業の事業収入がなくなり、金
融資産を取り崩しながらの少ない
年金でこれまでの生活を維持する
ことが困難となった。

配偶者他界

同じ生鮮食品を買い過ぎてしまい、
家の中で腐らせてしまうことが続い
たため、買い物・調理は長女に任
せることにした。困らせたくないため、
外出もしなくなった。

（参考：京都府立医科大学大学院医学研究科成本教授の資料を参考に、当事者11領域180の生活課題からエピソードを事務局にて作成）

電子決済・銀行

生保

小売

医療機関・地域ケア
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【参考】認知症未来共創ハブの取組について

 認知症未来共創ハブにおいては認知症当事者11領域180の生活課題を整理されているところ。
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本日の論点

 本日は課題やニーズについて以下の論点についてぜひご議論させていただきたい。

① ニーズや課題について

• 課題・ニーズの整理として5段階の区分に問題ないか。また、各段階に抜けてたり、漏れていたりする
課題・ニーズがないか。

• 関連するステークホルダーについて、抜けや漏れがないか。

② ケーススタディー

• ケーススタディーを参考として、実際に各委員が日々の取組の中で、認知症本人が感じている困りご
とやそれに対応するうえで実際に感じているビジネス上の課題等についてご意見をいただきたい。

• 提示させていただいたケーススタディーの場合において、本人や周辺のステークホルダーに提供できるソ
リューションとしてどのような取組があり得るのかご提案をいただきたい。


